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2026 年６月 23 日開催 経営近況報告会 説明概要 

 

 

社長の照井でございます。 

 

本日は、新しい株主様もいらっしゃるかと存じますので、まずは、当社の概要を簡単にご説明させていただき

ます。 

  

資料_ P.３_当社の概要_経営理念 

 

当社の経営理念は、「『驚き』と『感動』を世界に届ける新しいエンターテイメントの創造」でございます。 

 

あらゆる娯楽の要素を融合させた新しいエンターテイメントの創造によって、世界に「驚き」と「感動」を届け、 

誰もが夢見る未来の創造に貢献したいと考えております。 
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資料_P.４_当社の概要_事業戦略 

 

続いて当社の事業戦略ですが、当社は、オリジナル IP を含め、多彩なエンターテイメントコンテンツを取り扱

っており、それらをあらゆる事業領域において、様々なデバイスに向けて展開する「マルチコンテンツ・マルチ

ユース・マルチデバイス」戦略を掲げております。 
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資料_P.５_当社の概要_事業別売上高構成比 

 

スクリーンには、前期、2026 年３月期の実績に基づいた事業別の売上構成比が投影されております。 

 

まず、緑色に色分けされた部分がデジタルコンテンツ事業で、売上全体の 53.9％を占めております。 

デジタルコンテンツ事業では、Nintendo Switch™や PlayStation®といった家庭用ゲーム機向けに、ソフトを開

発・販売しているほか、スマートフォンやＰＣ向けにオンラインゲームのサービスを提供しております。 

 

次に、水色の部分が、アミューズメント事業で売上構成比は 33.5％となっております。 

こちらの事業では、アミューズメント施設向けゲーム機の開発・販売・運営などを行っています。 

 

最後に、ピンク色の部分が、音楽映像事業で、売上構成比は 12.6％となっております。 

こちらの事業では、アニメーションを中心とした映像コンテンツや、主題歌の制作・販売を手掛けるほか、舞台

やミュージカルの制作・興行も行っております。 
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資料_ P.６_2026 年３月期_通期業績 

 

こちらのページは、2026 年３月期の業績概要となりますが、先程の株主総会での事業報告と内容が重複い

たしますので、ここでの説明は割愛させていただきます。 
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それでは、今期、2027 年３月期の業績予想について、ご説明させていただきます。 

 

資料_ P.８_ 2027 年３月期業績予想および配当予想 

 

売上高は 300 億円、営業利益と経常利益は 30 億円、親会社株主に帰属する当期純利益は 20 億円の計

画とさせていただいております。 

 

売上高につきましては、デジタルコンテンツ事業における新作基幹タイトルの減少等により、減収の計画とな

っております。 

 

一方で、当該事業については、これまでの成果と反省を糧に、クオリティの担保と採算性の向上に取り組ん

でおり、基幹となる各タイトルを着実なヒットにより収益貢献に結びつけられるよう努め、抜本的な利益改善を

果たしてまいります。 

 

安定した収益基盤の上に、これらのヒットを積み上げることで全社として 前期比 30％超の営業増益を目指し

てまいります。 

 

また、事業・経営基盤及び財務体質の強化を図りつつ株主様への還元を高めていくことは重要な経営課題

と認識しております。 

 

配当につきましては、前期から、３円増額の一株当たり、1５円の配当予想とさせていただきました。 
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資料_ P.９_デジタルコンテンツ事業：2027 年３月期のラインナップ（基幹タイトル） 

 

それでは、各事業の当期のラインナップの一部をご紹介させていただきます。 

まずは、デジタルコンテンツ事業です。 

 

今期は、オンラインゲーム１作品、コンシューマゲーム２作品の基幹３タイトルのリリースを予定しております。 

 

オンラインゲームでは、「閃乱カグラ」シリーズの新作アプリゲーム「PROJECT N」（仮称）の配信を 2026 年内

に予定しております。 

 

コンシューマ向けには、これまでにも多数のヒットタイトルを手掛けてきた開発会社ヴァニラウェアとタッグを組

んだ『朧村正怪奇譚』を 2027 年初頭に発売を予定しております。こちらは、これまでに Wii や

PlayStation®Vita 向けにリリースされ、人気を博してまいりましたが、この度、ゲームシステムをリファインし、

Nintendo Switch™、Nintendo Switch™ 2、PlayStation®5、Steam®向けに展開してまいります。 

 

残り１タイトルにつきましては、後日改めて詳細を発表させていただきますので、今しばらくお待ちくださいま

すようお願い申し上げます。 

 

また、『牧場物語 Let’s 風のグランドバザール』の PlayStation®5 や Xbox シリーズへの展開をはじめ、前期

リリースしたコンシューマ各タイトルの売上伸長に努めるとともに、『ブラウザ三国志 天』をはじめ、既存オンラ

インゲームにつきましてもユーザーの皆様により楽しんでいただける運営に注力し、今後の収益貢献につな

げてまいります。 
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資料_ P.10_デジタルコンテンツ事業：2027 年３月期のラインナップ（子会社ラインナップ） 

 

また、今期は国内外の子会社からも多数のタイトルをパブリッシング予定です。 

 

これらの拡販に最大限注力し、今期のセグメント黒字化を目指してまいります。 
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資料_ P. 11_アミューズメント事業：2027 年３月期のラインナップ

 

続いて、アミューズメント事業の取り組みについてご説明させていただきます。 

 

国内『ポケモンフレンダ』につきましては、継続的な新弾の投入に加え、積極的なプロモーション展開により、

新規ユーザーの獲得とマーケットの活性化に努めております。 

 

海外の『ポケモンメザスタ』につきましては、これまで、「中国」「香港」「台湾」「インドネシア」「マレーシア」「シ

ンガポール」「フィリピン」で稼動しておりましたが、新たに、４月より韓国で、５月よりベトナムで、６月よりインド

での稼動を開始いたしました。今後も、さらなる海外市場の開拓を進めてまいります。 

 

また、当社オリジナルのプライズマシン「TRY」シリーズの最新作『TRYWALL™』をこの冬より稼動開始予定で

す。ぜひご期待ください。 
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資料_ P.12_音楽映像事業：2027 年３月期のラインナップ 

 

続いて、音楽映像事業の取り組みについてご説明させていただきます。 

 

当事業におきましては、今期も多数のアニメ、舞台作品を計画しております。 

 

アニメでは、プリキュア関連のライブイベントの開催を７月より、劇場版最新作の公開を９月に予定しておりま

す。さらに、漫画原作『鉄鍋のジャン！』を７月より、テレビアニメ「新テニスの王子様」の最新作をこの秋より、

放送開始予定となっております。 

 

舞台公演につきましては、こちらに記載しておりますのは今期に公演を予定しているタイトルの一部ですが、

「ミュージカル『憂国のモリアーティ』」や「ミュージカル『薄桜鬼 真改』」をはじめとする人気シリーズの新作公

演のほか、新規タイトルとして、『龍が如く』、『ケロロ軍曹』の舞台化作品など、多彩なラインナップでお届けし

てまいります。 

 

各セグメントの取り組みについては、以上となりますが、これら一つ一つを着実に実行し、通期業績目標の達

成に向けて、全社一丸となって取り組んでまいります。 

 

以上をもちまして、私からの説明を終了とさせていただきます。 

最後までご清聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

以 上 


